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械
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台
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ら
祈
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
一
り
ま
し
た
0

7

一
あ
り
今
后
仔
綴
方
の
全
国
的

建
物
は
木
治
平
家
建
一
部
プ
ロ

y
p
積
叩
期
待
し
て
よ
L

み
ま
せ
ん
o

鯛

や

不
法
投
棄
は
罰
則
適
用
(
清
掃
法
)
一
ゃ
、
ア
づ
と
い
う
間
に
、
さ
つ

ヒ

う

メ

ず

今

ま

だ

、

町

に

共

同

の

慶

一

介

捨

場

が

な

一

定

る

、

す

ば

ら

し

い

問

中

わ

5
2

活

魚

共

同

出

荷

施

設

く

、

み

な

さ

ん

に

も

多

大

の

御

迷

惑

ιィ
ン
プ
レ
ム
を
、
特
技
に

b
っ
て

大

洗

町

漁

協

肘

M

U

u

u

y

u

U

間
四
日
ぃ
u
k
m
M抗日
J
M仁

仰
で
釣
れ
た
魚
(
鯛
、
ヒ
ラ
メ
、
す
ピ
一
〈
魚
台
活
か
し
貯
へ
て
お
く
い
け
す
)
一
場
H
臨
芥
聞
記

2
設
け
ま
し
た
0

川
明
げ
る
こ
と
は
、
同
く
お
断
り
し
ま
庁
。

主
の
お
ま
〉
を
活
か
し
て
水
作
一
語
所
ハ
キ
ヴ

y
Eい
て
一
時
魚
合
一
所
と
し
て
は
、
少
し
遠
く
な
り
ま
す
が
一
三
(
「
は
え
」
が
川
工
き
ま
す
o

し
、
こ
れ
を
キ
ヅ
ツ
(
水
消
以
に
入
れ
一
集
め
る
所
)
(
給
水
施
設
等
で
こ
の
事
一
兵
一
か
ら
と
か
、
一
一
掃
単
一
台
分
位
の
芝
、
刀
ら
や
ご
み
か
ら
、
は
え
は
必
ず
滋

℃
酸
素
主
ヘ
な
が
ら
‘
ト
ラ
ツ
ヴ
に
一
業
雲
仙
制
百
二
十
万
円
(
一
一
分
の
一
』
み
ん
立
て
E
A
d
れ

い

な

開

明

る

い

住

み

よ

い

慎
ん
で
、
大
洗
か
ら
東
京
ま
で
三
十
余
一
庫
補
助
)
で
大
洗
町
漁
協
が
事
業
主
体
一

'

h

'

旧
二
本
で
行
ノ
¥
ん
の
は
、
繍
さ
ん
ド
り

2
7な
っ

て

実

施

し

ま

す

-

一

知

関

詮

つ

く

り

ま

し

ょ

う

い
か
、
私
し
ゃ
宛
ら
れ
て
行
く
わ
い
な
一
こ
の
ま
宗
軌
道
に
の
れ
ば
、
年
間
一
一
毎
岸
こ
、

ζ
み

、

兵

が

ら

な

ど

汚

物

を

投

げ

す

で

ぬ

よ

う

同
制
の
文
句
の
巡
り
捕
ら
れ
捕
ら
れ
〈
一
一
戸
当
り
平
均
数
万
円
伎
の
増
牧
が
問
丘

j

i

川

築
地
の
魚
市
場
へ
:
・
や
が
て
一
流
山
料
一
ち
れ
、
そ
の
成
川
小
汁
詰
め
て
注
目
さ
れ
一
討
の
ご
み
を
今
ま
で
手
う
に
、
ご

四
川
広
の
い
け
す
に
入
れ
ら
れ
て
、
ゃ
れ
一
て
い
ま
す
o

一
っ
と
、
海
伴
や
沼
地
同
投
げ
す
で
る

f
¥レ
ト

」

思

っ

た

の

も

束

の

削

側

、

一

時

一

F

う
な
こ
と
は
や
め
て
ぺ
前
傾
山
の
海

経

だ

な

い

巾

に

刺

身

と

な

っ

て

お

客

一

紗

地

〈

軌

道

跡

)

宏

一

ヤ

選

ん

で

下

さ

ん

の

お

ロ

ヘ

・

:

鯛

の

末

時

ぞ

笈

れ

な

一

ょ

う

お

闘

し

ま

す

叫

l
活

魚

共

同

州

初

施

設

と

は

、

ま

あ

一

附

近

の

人

が

縫

制

御

ダ

っ

た

災

夜

中

に

ん
な
も
の
で
す
。
〉

i

、

け

一

九

繍

一

皐

や

ら

向

開

松

市

中

に

、

沢

山

〈
小
型
ト
ル
Y
川

げ

つ

れ

イ

機

品

約

ぐ4)昭和33年4月10日

ヰ

L

い

去
る
二
月
二
十
六
日
か
ら
一
一
十
人
日
ま

で
の
三
日
間
、
殻
林
省
七
階
ホ
l
ル
で

水
産
庁
、
全
国
漁
協
連
合
会
主
僚
の
、

升
間
同
水
路
業
改
良
普
及
研
究
会
発
表

全
国
大
会
に
、
本
県
代
表
と
し
て
参
加

し
た
、
大
洗
町
漁
協
研
究
会
、
飛
出
惣

一
君
は
『
蛸
流
し
縛
漁
法
及
び
漁
民
の

改
良
と
機
械
化
に
つ
い
て
』
の
す

1
7

1
で
、
農
林
大
田
、
水
産
庁
長
官
門
を
は

じ
め
斯
界
の
撚
成
有
が
ズ
ラ
リ
と
府
凶

ぷ
前
で
蛍
々
全
国
の
各
県
代
表
三
十
八

名
と
、
そ
の
腕
を
争
い
遂
に
第
六
位
と

な
り
、
水
一
怯
庁
長
官
同
質
(
準
優
勝
)

らあお
¥
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(

助

産

脚

A
K支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

一

一

ふ

る

っ

て

応

募

下

さ

い

一

γた
開
脊
手
当
に
つ
い
で
は
、
六
日

土

中

間

輩

議

議

』

…

一

語

后

に

各

員

三

括

l
r
f

一

一

五

月

末

日

〆

切

と

る

こ

之

に

な

り

ま

す

o

一
…
産
業
に
観
治
に
、
め
ざ
ま
し
い

L
一
分
娩
に
つ
い
て
助
路
授
の
支
給
は
次
の

日
げ
F

I

、
1

2

1

1

一

一

挙

S
Yけ
る
、
大
洗
町
の
か
町
一
一
一

U.イ
ー
な
り
ま
け
。

こ

T

川
一
川
、
一
円
一
川
よ
り

l
J
W
川
口
付
主
と
し
て
、
問
の
政
一

f
h件
、
こ
の
補
一
一
「
町
主
主
詰
引
い
た
し
ま
す

o
~
y
u
川
ヶ
月
J

J

上
な
れ
ば
支
給
J

9

4

主

竺

川

下

一

J

1日
一
円

L
t
t一
作
ど
す
る
こ
と
」
な
り
去
る
同
月
一
日
一
一
大
山
崎
町
に
ふ
さ
わ
し
い
、
近
代
的
…
一
一
日

U
J
ρ
5
-
;
J
-
E

工

作

一

↑

?

し

て

約

め

て

1ヘ
主
阿
川
工
事
に
前
工
し
ま
し
た
o

道
路
一
一
な
悠
覚
と
、
高
度
な
デ
ザ
イ
ン
を
一
H
1
1
3
7
K
L
l
f
同
支
円
は
山
出
資

I
州

、

1
m
で
す
o

し
か
し
、
開
花
一
ぐ
延
長
二
、
四
五

O
米
、
九
尺
巾
L
U
、
日
一
一
盛
っ
た
o

空
交
は
作
品
を
ら
ど
…
の
他
に
葬
祭
料
ナ
ピ
併
せ
て
支
給
す
る
こ

if--一
企
し
な
か
っ
た
の
で
、
一
車
線
制
三
一
一
一
一
万
八
千
余
円
、
こ
れ
に
一
期
待
し
ま
す
o

当
一
配
し
た
町
恥
じ
っ
一
一
一
汗
ノ

H
r
M、
死
む
の
時
期
に
つ

1
1
ι
iし
、
巾
も
せ
ま
く
な
一
従
事
j
る
労
務
者
延
六
千
人
で
す
o

に

7
5ン
ボ
ル
と
し
て
、

E
ゃ
ヂ
-

l

B

i
内
規
で
定
め
ら
れ
る
こ

こ
ρ

い
じ
ま
し
た
o

叫
九
の
人
時
は
(
完
成

ω腕
に
は
、
商
業
に
、
防
火
に
、
一
一
パ
ッ
チ
、
そ
の
他
町
の
開
示
と
し
一
一
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
o

日
一
丸
山
仙
の
改
修
公
一
日
ー
も
什
十
く
信
仰
一
一
冬
加
に
、
大
キ
ハ
?
な
役
割
ん
ト
附
取
す
こ
と
が
一
…
て
広
く
利
川
さ
れ
ま
す
Q
E
d
丸
一
一
双
バ
コ
児
の
場
合
は
一
圧
と
し
て
取
倣
い

士
l
L
J
1

日
川
一
;
ー
止
が
ど
μ
闘
し

τぃ
一
で
き
、
同
地
域
の
発
一
肢
に
大
ー
さ
な
貫
一
恥
一
一
口
止
に
よ
り
多
数
応
募
お
れ
ま
ず
じ
一
ま
す
o

円
-M川
い
り
こ
品
川
崎
吋
主
一
を
す
る
こ
と
バ

i
Fれ
る
わ
け
で
す
こ
と
を
雪
し
ま
す
o

一
日
一

U
J
u
j引
斗
討
す

l
H
1
q
二

一

、

問

的

室

町

の

象

徴

と

一

日

げ

ト

M
H
Y日
以
山
川
崎

悶

3
E
4坊
ち
兵
メ

=
:
'
y
l
j
こ
し
て
の
怖
い
悩
あ
る
も
の
o

ヱ

「

叫

戸

佐

川

-

!

y

/

ニ

ニ

ら

保

険

給

付

を

う

ら

れ

ま

す

か

メ
ニ
一
一
、
大
主
河
口
さ
宵
製
ハ
ガ
キ
に
入
一
一

主

側

一

保

全

一

定

高

橋

邦

明

ち

ゃ

ん

駄

沈

、

川

ぷ

町

川

こ

る

ね

~

肢

の

も

の

一

一

同

保

一

か

人

十

間

的

に

松

田

vmア
レ
て
い
な
い
の

/

色

遣

u
d
v
ニ
一
一
一
、
色
彩
県
議
に
限
る
o

号
、
実
施
し
て
い
る
町
村
に
一
時
転
入

2
2一
十

四

日

除

草

E一
E
T読
売
新
聞

E
lり

土

問

、

〆

切

五

月

一

二

十

一

日

o

一

T
て
保
険
給
付
を
受
け
る
支
見
受
け

1
1
1ぉ
51343-hu苧

山

一

一

;

先

町

役

場

!

総

務

課

庶

Tれ
る
の
で

U条
例
に
規
定
し
て
こ

…l…
川
一
円
山
ら
ゃ
ん
コ
ン
ヶ

1
ル

の

一

吉

ー

に

な

っ

て

、

全

国

一

の

優

良

か

れ

工

務

日

係

。

:

一

況

を

防

止

し

で

い

ま
J
9
0

即
ち
新
た
に

1
1市
川
市
山
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
ゃ
ん
が
決
る
の
か
、
お
付
さ
ん
方
の
一
一
六
、
審
査
町
長
の
委
射
し
た
一
一
白
人
し
、
被
保
険
者
と
な
っ
た
者
に
つ

け

J
u
-
-
T厄
ぶ
た
め
に
行
わ
い
亦
九
千
ん
の
育
て
万
」
に
問
題
い
か
投

M
Z

委
員
に
よ
り
審
査
す
る
o

一
二
て
は
、
次
の
よ
う
な
制
限
K
規
定
し

才

f
f
i

一
か
け
ら
れ
て
き
た
わ
け
で

E

一
一
七
、
発
表
六
月
の
町
公
報
に
一
一
て
い
ま
す
o

清
オ

t
i
べ
Z
元
気
な

4
ち
な
み
に
、
大
洗
保
健
所
j
警
に
は
近
一
発
表
。

f
J
H
u
b
hり
で
し
た
が
、
こ
の
中
か
一
く
母
親
数
字
ど
開
催
し
て
、
新
し
い
脊
一
~
八
、
賞
状
、
賞
金
一

ら
、
山
人
だ
け
那
判
資
他
所
管
内
す
と
母
親
と
し
℃
の
知
識
を
立
す
た
一
等
一
名
冗
、

0
0
0円
…

J
J
J

誌
は
清
川
司
令
わ
け
で
、
選
ば
れ
一
そ
う
で
す
か
わ
り
、
特
に
初
め
て
の
お
ほ
ご
{
一
等
一
名
一
一
、

0
0
0円
一

リ
リ

f

刊
出
γ;ι
。
こ
の
旦
さ
ん
方
に
参
加
な
さ
る
よ
う
お
す
よ
…
佳
作
一
一
一
名
一
、

5

0
円
…

砂
財
務
自
似
一
戸
官
民
は
も
ち
ろ
ム
い
た
し
ま
す
o

な
お
、
大
洗
町
代
炎
は
一
一
九
、
そ
の
他
応
募
乍
口
聞
は
返
法
一

茨
山
主
体
の
決
戦
に
旦
主
主
主
波
兇
子
一
名
女
子
一
名
で
あ
り
ま
し
こ
パ
二
し
な
い
v

-

一

辺
片
山
;
の
優
良
川
長
宇
一
女
子
に
は
、
議
該
当
粁
が
な
く
を
十
て
の
他
不
明
の
日
、
係
で
問
い
一

ト

JM?ι
・
ベ
り
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
一
空
必
な
こ
と
で
し
た
o

八

月

末

は

大

統

一

合

せ

下

さ

い

。

一

一，
f得

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
o
訂
だ
け
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

F
i
i
l
l
i
t
-
-
i
i
トし

は
じ
ま
る

延

長

;J:tJJ 

額亮3語大
大洗神社境内に

~1， 100年大祭記念事業としてー

場
へ

A

一
家
転
入
の
場
合
被
保
険
者

と
な
っ
た
日
か
ら
三
ヶ
月
間
は
、
一

切
の
給
付
念
行
は
な
い
。

⑧
何
人
転
入
の
場
合
被
保
険
者

と
な
っ
た
臼
か
ら
、
三
ヶ
月
間
は
一

切
の
保
険
給
付
を
行
は
な
い
。
¥

婚
姻

υ人
は
養
子
縁
組
に
よ
♂
て
被
保

険
者
と
な
っ
た
と
き
は
、
入
院
及
び

看
設
K
除
い
た
給
付
純
凶
が
受
け
ら

れ
る
o

侭
し
、
そ
の
相
手
方
が
、
被

保
険
者
の
資
械
を
取
得
し
て
一
一
一
ヶ
月

を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
と
ー
は
市

一
ニ
サ
月
を
経
過
す
る
ま
だ
、
保
険
給

付
を
行
は
な
い
。

で

実

施

力

よ

《
モ
ー
タ
ー
)
方
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
ど
ん
な
に
大
助
か
り
で
せ
ろ

大
洗
町
漁
協
で
は
、
昭
和
一
一
一
十
一
一
年
度

新
設
漁
村
建
築
事
楽
に
動
力
俗
揚
機
一
一

日
い
れ
吋
、
旭
間
の
海
岸
に
す
民
っ
一
命
保
険
例
は
な
る
べ
く
安
く
し
て
貰
い

一
た
い
の
で
す
が

一
台
の
機
械
で
、
十
隻
以
と
の
舶
が
乱

J
ん

川
J
q
る
こ
と
が
で
主
ま
す
o

『
ス
イ
ツ
一
税
金
は
少
し
で
も
安
い
方
が
い
る
で

ζ

一
つ
で
脳
内
慨
が
励
念
、
一
人
で
楽
一
す
が
、
保
険
桃
山
場
介
は
、
少
々
一
回
一
な

ふ
四
松
が
で
き
ま
す
。
こ
の
終
械
の
尚
一
こ
と
が
云
へ
ま
す
o
保
険
は
い
く
ら
一
利

明
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
の
よ
う
に
沢
山
一
用
し
て
も
よ
い
の
で
す
か
ら
、
税
ん
一
花
山

り
入
手
が
不

mと
な
り
、
時
間
的
に
も
一
く
す
る
と
と
は
無
国
守
で
す
Q
A
¥
内
的
恥

喜
一
的
に
も
、
非
常
な
利
益
が
あ
る
わ
一
例
に
よ
れ
ば
、
保
険
放
の
比
較
的
防
い

り
で
翠
…
議
関
ト
ネ
八
ぎ
な
役

Frmポ
す
一
市
町
村
は
、
堅
持
給
付
も
充
分
行
一
は
札

}

J

…itり
、
関
係
品
仰
の
き
d

ん
立

μ
一
H
つ
税
の
徴
収
率
仇
透
っ
て
よ
く
九
五

カ
ー
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
%
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